
第３ 計画策定 

１ 老朽管更新（耐震化）の考え方 

（１）老朽管更新と管路耐震化 

本市では、口径 150mm 以上の管路を基幹管路と位置付けている。基幹管路

は、各地区に水を配水する幹線的な管路であり、地震時等の被災時も市民へ

の給水を確保する管路となることから、本計画では耐震化に主眼をおいて更

新を進める。 

一方、口径 100mm 以下の管路では、基幹管路に比べ、管路の経年による漏

水事故の発生頻度が高いことから、漏水対策である老朽管更新に主眼をおい

た更新を進める。 

 

事業区分 

 
管路の更新 

老朽管更新 耐震化 

小口径老朽管更新事業 

φ50 以下 
◎ － 

老朽管更新事業 

φ75～100 
◎ ○ 

基幹管路耐震化事業 

φ150 以上 
○ ◎ 
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（２）管路耐震化の考え方 

水道施設をイメージすると、下図のとおりとなる。 

図に示す様に、水道施設は、水源から給水装置までの数多くの土木構造

物、建築物、機械設備および電気設備等により構成されており、全ての水道

施設を耐震化するためには、計画的、効率的で効果的に整備を進めることが

必要である。 

下図では、管路の耐震化の本計画の対象範囲を朱線で示している。また、

次頁では、地震対策の体系図を示し、管路の耐震化としての施策の一例を示

す。 

 

 

 
図 3-1-1 水道施設耐震化施設整備イメージ図 

(出典：水道の耐震化計画等策定指針） 
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図 3-1-2 地震対策の分類・体系 

(出典：水道の耐震化計画等策定指針） 

水道施設の耐震化のうち、本計画の対象である管路の耐震化施策は、上図

の朱線で囲んだ箇所に該当する。 

  

応急復旧の実施

（復旧作業用水の確保）

 作業力の確保と

　応援の受け入れ体制

医療機関等への給水

応急給水の充実 拠点給水 配水管整備

耐震性貯水槽

避難所給水

仮設給水 仮設住宅への給水

応急対策 水の確保

運搬給水 資機材の備蓄

応急給水体制

拠点給水設置場所

復旧の迅速化 応急復旧の迅速化

ブロックシステムの復旧

作業力の確保

救援隊への対応

材料規格の統一

水質汚染対策

地震対策

被害個所の特定

情報の収集と広報

広報の実施

緊急措置

影響の最小化 バルブの整備

バルブの設置と操作

バルブの操作

消火用水量の確保

二次災害の防止 斜面崩壊対策

バックアップ施設の整備

施設耐震化対策 管路システムの耐震化 ブロックシステムの整備

ループシステムの整備

障害物の除去 作業障害物の除去

特殊形態管路の耐震化

給水装置の耐震化

給水装置の耐震化

建物内給水装置の耐震化

管路施工面の耐震化 管路施工上の留意点

水源施設の耐震化

水源施設等の耐震化 構造物等の耐震化

機械・電気施設等の耐震化

管路の耐震化

被害発生の抑制 管路施設の耐震化 管路付属設備の耐震化
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２ 管路耐震化対策 

管路の耐震化の優先順位は、下記の優先順位により判定し、管路の耐震化

対策は「被害発生の抑制」と「影響の最小化」の２つの観点に区分して検討

する。 

 

 管路耐震化の優先順位  

 

１）導水管、送水管、配水本管など送配水系統の根幹を成す管路 

２）拠点医療施設、災害対策本部、避難所および行政機能、経済機能など都

市機能を支える重要施設への管路 

３）緊急輸送道路や、漏水した場合に他の応急活動に影響を与え、また復旧

作業に制約を受けることが予想される管路 

４）液状化が予想される軟弱な地盤の通過ルートに埋設された管路 

５）被害発生率の高い石綿セメント管、普通鋳鉄管、その他地震動に脆弱な

管種の管路（下表参照－[ ]内は、本市の場合を示す） 

表 3-2-1 既設管路における管種・継手別の更新優先順位の考え方 

管種・継手 基幹管路 基幹管路以外 

硬質塩化ビニル管（TS 継手）・鋳鉄管 ②［最優先］ ③［優先］ 

石綿セメント管 ① ［完了］ ②［完了］ 

出典：平成 18 年度 管路の耐震化に関する検討会 報告書（厚生労働省） 
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３ 導水管、送水管の耐震化の優先度 

導水管、送水管の整備対象管路は、非耐震管路とし、整備の優先度の設

定条件は以下のとおりとする。 

優先度の設定条件 

優先度１ 

地震時の被害が大きいと想定される以下の条件にいずれかに該

当する非耐震管路。 

・液状化危険度「中」以上の地盤に布設されている非耐震管路

・布設後 30 年を超える老朽管 

優先度２ 優先度１に該当しない非耐震管路。 

 

４ 配水管（主要配水管）の耐震化の優先度 

ランクをⅠからⅢまでの３段階に分割し、ランクⅠから優先して耐震化整

備順位を決定する。 

ランク分けの条件は以下のとおりとする。 

 

ランク 条件（照査結果） 

Ⅰ E-1 

Ⅱ ランクⅠに該当しないE-2  

Ⅲ ランクⅠ、Ⅱに該当しないN-1、N-2 

ここに、 

E-1：災害時重要施設の寄与度が高い管路 

E-2：液状化危険度｢中｣以上の地盤に埋設された幹線または緊急輸送路に埋

設されている管路 

N-1：最大配水流量が大きい管路 

N-2：老朽度が高い(布設後30年を超えている)管路 

 

以上のランク分けに基づいた耐震化整備順位を以下に示す。 

管路整備優先順位 

 

Ｅ－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ－２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｎ－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｎ－２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

優先度

整備順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

ⅢⅠ Ⅱ

ランク

高 低
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５ 耐震化対象管路 

導水管、送水管および各配水系の配水池から配水区域内の幹線となる口径

150mm 以上の配水管（主要配水管）を計画対象管路として、計画対象管路延

長に対する整備対象管路延長を以下に示す。 

 

 

次頁以降に、各参照図面を示す。 

 

 
 

上記、耐震化対象管路の整備のほかに、その他の基幹管路耐震化、老朽管

更新を計画的に実施していく。 

導水管 1,546 ｍ 1,135 ｍ 1,546 ｍ 1,135 ｍ 411 ｍ

送水管 8,433 ｍ 3,698 ｍ 8,433 ｍ 3,698 ｍ 4,735 ｍ

主要配水管 189,340 ｍ 71,890 ｍ 84,945 ｍ 34,318 ｍ 50,627 ｍ

計 199,319 ｍ 76,723 ｍ 94,924 ｍ 39,151 ｍ 55,773 ｍ

※耐震適合管は、耐震管と良質地盤に布設されたダクタイル鋳鉄管（K）を示す

参照図面

③

計画対象延長

④

耐震適合管延長

計画対象管路基幹管路

⑤

整備対象延長

－
現況管路図

（P.18）

②

耐震適合管延長

①

基幹管路延長

計画対象管路図

（P.19）
整備対象管路図

（P.20）
－

基幹管路耐震適合率

基幹管路耐震適合率

導水管 H25： 38.49％

送水管 H45： 66.47％

主要配水管

合計

計画対象管路耐震適合率

計画対象管路耐震適合率

導水管 H25：  41.24％

送水管 H45： 100.00％

主要配水管

合計 41.24           100.00         

73.42           100.00         

43.85           100.00         

40.40           100.00         

66.47           

73.42           

43.85           

37.97           

38.49           

H45

H25 H45

④/③×100 （④＋⑤）/③×100

（％） （％）

（②＋⑤）/①×100

（％）

100.00         

100.00         

64.71           

H25

②/①×100

（％）
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第５ 実施計画の策定 

１ 実施計画策定期間の設定 

本計画における実施計画策定期間は、基幹管路のうち、導水管、送水管お

よび主要配水管の耐震化を今後 20 年間で完了させることを目標として平成

45 年度までとする。 

 

 実施計画策定期間：平成 26 年度～平成 45 年度  

 

２ 年度計画策定 

以下に、前項までに取りまとめた導水管、送水管および配水管の優先度等

を踏まえた整備順位を示す。 

 

 

 

上記順位に基づいた年度別概算事業費を次頁に示す。 

なお、年度別概算事業費については、本市上水道事業の事業内訳に合わ

せ、以下のとおりとする。 

 

事 業 名 対象管路 

小口径老朽管更新事業 φ50 以下の管路 

老朽管更新事業 φ75～φ100 の管路 

 

基幹管路耐震化事業 φ150 以上の管路 

 

 

 

なお、小口径老朽管更新事業（φ50 以下、Ｌ＝245km）および老朽管更新

事業（φ75～φ100、Ｌ＝336km）については、これまでの実績から、事業費

を計上する。 

優先度１

優先度２

ランクⅠ

ランクⅡ

ランクⅢ

 その他配水管

耐
震
化

整備スケジュール

導水管
・送水管

主要
配水管

小口径老朽管

老朽管

老
朽
管

管路種別

導水管、送水管、主要配水管、その他配
水管のφ150以上の管路 

その他配水管のφ75～φ100の管路 
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